

令和元年度　小・中学校における環境教育の取組み


社会（第２学年）


テーマ〖エネルギー資源から考える環境問題〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交野市立第一中学校　








≪学習のねらい≫


　・資源の消費による課題とエネルギー資源のメリット・デメリットを理解する。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　９月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


社会科�
エネルギー資源の分布の偏りを理解する


・エネルギー資源の課題を資料から読み取って理解する。


（例）人口爆発によるエネルギー資源の消費量の増加


　　　　地球温暖化による諸問題


　　　　新たな資源や再生可能エネルギーの開発


・ＳＤＧｓの概要を理解する。�
■教科書資料から資源の分布を４人班になって正しく読み取らせる。その際に、「偏りがある」という見方を身に付けさせる。


■ＳＤＧｓは世界的な課題であり、企業においても達成への取組みがなければ評価されなくなっていることを理解させる。その資料として、授業に関連した新聞記事を掲載している掲示板も活用する。�
�
２


社会科�
ｴﾈﾙｷﾞｰ資源のメリット・デメリットを理解する


・石炭、天然ガス、石油、原子力、再生可能エネルギーについてのメリット・デメリットを班ごとにまとめる。


・まとめたものを全班ホワイトボードに記入し、黒板に掲示するとともに、班ごとに発表する。


・「各資源のデメリットを克服するにはどうすればよいか」という視点（見方・考え方）で各班の発表を聞く。


・授業の振り返りとして、『2030年の日本のベストエネルギーミックスを考えよう！』という、発展課題に取り組む。�
■新聞、公的機関ＨＰ、教科書資料などを活用して、エネルギー資源の課題を多面的・多角的に考察させる。


■各資源のメリット、デメリットについて確認する。


○原子力


・ＣＯ2はほぼ出ないが安全面に課題等


○再生可能エネルギー


　　・コスト面に課題


・さらなる技術開発や法整備が必要�
�
≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー等≫


　・教科書（日本文教出版）地理p.154～155


　・資料　「資源別発電コスト一覧　2015政府政策委員会」


　　　　　「各種電源別のＣＯ２の排出量　日本原子力文化振興財団」


　　　　　「エネルギーミックスの変遷　資源エネルギー庁」


　        「読売新聞」（2019.9.16、2019.9.20）「朝日新聞」（2019.8.6）


≪成果≫


　・身近な電力がどのように作られ、どのような課題があるのか考えるきっかけとなった。


　・１つの資源に頼るのではなく、良い部分を補い合うことが大切だと分かった。
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